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１．川崎市総合計画について

本市では、平成28(2016)年３月に策定した「川崎市総合
計画」に基づき、めざす都市像である「成長と成熟の調和による
持続可能な最幸のまち かわさき」の実現に向けて取組を進めて
います。
総合計画は、「基本構想」、「基本計画」、「実施計画」の３層

構造としており、４(２)年ごとに実施計画を策定することで、社
会経済状況の変化等に対応しています。

基本構想は、30年程度を展望し、本市がめざす都市像や、ま
ちづくりの基本目標、それを達成するための５つの基本政策を定
めるものです。

① 基本構想

成長と成熟の調和による持続可能な最幸のまち かわさき成長と成熟の調和による持続可能な最幸のまち かわさき

安心のふるさとづくり 力強い産業都市づくり安心のふるさとづくり 力強い産業都市づくり

基本政策１基本政策１ 基本政策２基本政策２ 基本政策３基本政策３ 基本政策４基本政策４ 基本政策５基本政策５

まちづくりの基本目標

めざす都市像

【基本構想のイメージ】

30年程度を展望〔ビジョン〕

概ね10年の長期計画〔方向性〕

4(2)年の中期計画〔具体的な取組〕

【総合計画のイメージ】

※基本政策の内訳はP4「総合計画の政策体系等」参照
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１．川崎市総合計画について

基本計画は、基本構想に定める５つの基本政策を体系的に
推進するため、概ね10年間を対象として、基本政策ごとに政策
の方向性を定めるものです。

実施計画は、基本構想、基本計画で示したビジョンや方向性
に基づき、中期の具体的な取組を定める「政策体系別計画」と、
各区の主要な取組を示す「区計画」で構成しています。
また、ビジョンを具現化するための中長期的かつ分野横断的な

視点を持った「かわさき10年戦略」を掲載しています。

③ 実施計画② 基本計画

H28年度
(2016)

H29年度
(2017)

H30年度
(2018) 〜 R3年度

(2021)
R4年度
(2022) 〜 R7年度

(2025)

【総合計画の計画期間等】

基本構想（計画期間の設定なし）

基本計画（H28(2016)年度から概ね10年）

第３期実施計画
（R4〜R7）

第２期実施計画
（H30〜R3）

第１期実施計画
（H28〜H29）

※各実施計画に「かわさき10年戦略」を掲載
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１．川崎市総合計画について

1 災害から生命を守る 2 安全に暮らせるまちを
つくる

5 確かな暮らしを支える 6 市民の健康を守る

基
本
政
策

1
生命を守り生き生
きと暮らすことができ
るまちづくり

2
子どもを安心して
育てることのできる
ふるさとづくり

3 市民生活を豊かに
する環境づくり

4 活力と魅力あふれ
る力強い都市づくり

5
誰もが生きがいを
持てる市民自治の
地域づくり

1 川崎の発展を支える
産業の振興 2

新たな産業の創出と革
新的な技術による生活
利便性の向上

3 生き生きと働き続けら
れる環境をつくる 4 臨海部を活性化する

5 魅力ある都市拠点を
整備する 6 良好な都市環境の

形成を推進する 7 総合的な交通体系
を構築する 8 スポーツ・文化芸術を

振興する

1 安心して子育てでき
る環境をつくる 2 未来を担う人材を育

成する 3 生涯を通じて学び成
長する

1 環境に配慮したしくみ
をつくる 2 地域環境を守る 3 緑と水の豊かな環境

をつくりだす

1 参加と協働により市
民自治を推進する 2 人権を尊重し共に生

きる社会をつくる

9 戦略的なシティプロ
モーション

3 水の安定した供給・
循環を支える 4

誰もが安心して暮らせ
る地域のつながり・しくみ
をつくる

政
策

め
ざ
す
都
市
像

成
長
と
成
熟
の
調
和
に
よ
る
持
続
可
能
な
最
幸
の
ま
ち

か
わ
さ
き

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
目
標

「
安
心
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
」
「
力
強
い
産
業
都
市
づ
く
り
」

基本構想 基本計画

※各政策の下に「実施計画」で定める「施策」及び「事務事業」が連なる【総合計画の政策体系等】
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２．改定の趣旨

令和７(2025)年度は、本市の具体的な取組を定める 「第
３期実施計画」の最終年度に当たるとともに、長期的なビジョン
や方向性を示す「基本構想」、「基本計画」の策定から10年が
経過します。

この間、喫緊の課題であった待機児童対策や中学校完全給
食の実施、地域包括ケアシステムの構築、脱炭素社会の実現に
向けた取組など、めざす都市像である「成長と成熟の調和による
持続可能な最幸のまち かわさき」の実現に向け、安心のふるさと
づくりと力強い産業都市づくりをバランスよく進めてきました。

一方で、気候変動をはじめとした環境問題の一層の深刻化、
コロナ禍を契機に急速に進展した社会のデジタル化、また、川崎
臨海部の重工業の象徴として、長きにわたり産業の発展を支え
てきた大手鉄鋼メーカーの高炉等休止など、本市を取り巻く環境
は大きく変化しています。

また、賃金と物価がともに上昇する好循環により、長期にわたる
デフレからの脱却が期待される一方で、人手不足や金利上昇が
与える市民生活や公共事業への影響等も懸念されています。

さらに、これまで人口増加が続き、大都市の中で最も平均年齢
が若い（※1）本市においても、いよいよ超高齢社会（※2）の到来
が目前に迫り、今後、急速な高齢化が見込まれます。

本市は本年７月１日に市制100周年という歴史的な節目を
迎えます。次の100年に向けて今後も持続的な発展を続けるた
めには、社会経済環境の変化に迅速かつ的確に対応しながら、
将来を見据えた課題解決にしっかりと取り組んでいく必要がありま
す。

以上を踏まえ、令和７(2025)年度に「川崎市総合計画」を
改定することとし、今後、本考え方に基づき、改定に向けた取組
を進めていきます。

（※1） 令和２(2020)年国勢調査結果
（※2） 「川崎市第3期実施計画策定に向けた将来人口推計（更新版）」（令和４(2022)年２月公表）において、令和７(2025)年までに

超高齢社会（65歳以上の人口比率が21％を超えた状態）が到来することを想定
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３．改定に向けた方向性

めざす都市像である「成長と成熟の調和による持続可能な最
幸のまち かわさき」の実現と、まちづくりの基本目標である「安心
のふるさとづくり」、「力強い産業都市づくり」の達成に向け、本市
が持続的に発展していくためには、将来を見据えた長期的なビ
ジョンや方向性の下、具体的な取組を定める必要があることから、
改定後の総合計画についても、「基本構想」、「基本計画」、「実
施計画」の３層構造とします。

基本構想に定める５つの基本政策や、基本計画に定める政
策の方向性については、概ね普遍的なものであるとともに、住民
の福祉の増進という自治体の責務を果たす上で、一定の継続性
や安定性が求められます。

一方で、本市を取り巻く環境の変化や、将来的な課題等を的
確に捉える必要があるため、基本構想は改めて30年程度先を
展望し、基本計画は令和８(2026)年度から令和19(2037)
年度までの12年間を新たな計画期間として、現行の考え方を基
本としながら、必要な見直し（アップデート）を行います。

② 基本構想、基本計画① 総合計画の構成
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３．改定に向けた方向性

基本構想、基本計画に定めるビジョンや方向性に基づき、中
期の具体的な取組を定める計画として、これまでの実施計画に
基づく取組の成果や課題等を踏まえ、次のとおり策定します。

なお、これまでの実施計画では、政策体系に位置付くあらゆる
事務事業（第３期実施計画では約570件）の取組や目標を
原則として年度ごとに詳細に定め、進行管理を行ってきましたが、
社会経済環境の変化が加速度的に進む今日においては、機動
性や柔軟性の面における課題等が顕在化してきています。

また、「かわさき10年戦略」については、中長期的かつ分野横
断的な視点により、本市の発展のイメージが俯瞰できる一方、実
施計画との関係性が分かりづらいといった側面を有しています。

これらの課題を踏まえ、環境変化に機動的かつ柔軟に対応し
ていくとともに、より市民に分かりやすい計画とするため、実施計画
の構成を抜本的に見直します。第４期実施計画の構成等につ
いては、今後検討を進め、「川崎市総合計画改定方針」（令和
７(2025)年５月頃公表予定）において、お示しします。

③ 実施計画

【名 称】 川崎市総合計画 第４期実施計画

【計画期間】 令和８(2026)年度から
令和11(2029)年度までの４年間

※令和12(2030)年度以降についても
４年間の実施計画策定を想定
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３．改定に向けた方向性

R8年度
(2026) 〜 R11年度

(2029)
R12年度
(2030) 〜 R15年度

(2033)
R16年度
(2034) 〜 R19年度

(2037)

基本構想（計画期間の設定なし）

基本計画（R8(2026)年度〜R19(2037)年度）

第６期実施計画
（R16〜R19）

第５期実施計画
（R12〜R15）

第４期実施計画
（R8〜R11）

【改定後の計画期間等】

【改定に向けた方向性（まとめ）】

基本構想 現行の考え方を基本としながら、改めて30年程度先を展望し、必要な見直し（アップデート）を実施（計画期間の設定なし）

基本計画 現行の考え方を基本としながら、R8〜R19年度の12年間を新たな計画期間として、必要な見直し（アップデート）を実施

実施計画 これまでの実施計画に基づく取組の成果や課題等を踏まえ、「第４期実施計画（R8〜R11年度）」を策定
（実施計画の構成は抜本的に見直し）
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４．改定作業の基本的な考え方

めざす都市像の実現に向けて、引き続き、「安心のふるさとづく
り」と「力強い産業都市づくり」をバランスよく進めていくため、急速
な高齢化の進展を見据えた地域包括ケアシステムの進化や子
育て支援のあり方、市内経済の活性化につながる戦略的な産
業集積拠点の形成など、中長期的なまちづくりの方向性について、
バックキャスティング思考も用いて検討を行います。

「川崎市第3期実施計画策定に向けた将来人口推計(更新
版)」において、本市の人口は令和12(2030)年頃まで増加を
続け、人口ピーク値は約160.5 万人になると見込んでいますが、
直近の人口は推計を下回って推移しています。新型コロナウイル
ス感染症がもたらした社会変容や直近の開発動向等も踏まえ、
令和６年度に改めて推計を行い、総合計画改定等の基礎資
料とします。

今後も引き続き広域調和・地域連携型の都市構造をめざしつ
つ、臨海部における大規模土地利用転換、広域拠点等におけ
る再開発事業及び市域の交通網の整備の進捗や、路線バス事
業を取り巻く情勢など、社会環境の変化等を適切に踏まえ、検
討を行います。

政策の透明性と有効性を高め、市民の行政への信頼を確保
するため、さまざまな客観的なデータや証拠を活用し、多角的な
視点から、データに基づく現状把握や課題分析、目標設定等を
行うなど、政策形成におけるデータの利活用を積極的に推進しま
す。

① 中長期的なまちづくりの検討 ③ 都市構造と交通体系の考え方

② 将来人口推計の実施
④ データを活用した政策形成
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４．改定作業の基本的な考え方

川崎市政策評価審査委員会における外部評価を含め、これ
までの施策・事務事業に関する評価結果を踏まえ、達成状況等
を適切に把握・分析した上で、課題や改善点を明確化し、計画
改定に反映させます。
また、実施計画の見直しに伴い、計画の進行管理と評価の仕

組み、指標設定の考え方についても見直しを行います。

市民ニーズを的確に把握し、総合計画に多様な視点を取り入
れるため、無作為で抽出した市民等からの意見聴取や市民説
明会、パブリックコメント等を実施し、改定プロセスにおける市民
参加を促進します。

各政策分野における最新の動向を把握しながら、中長期的な
視点で改定に向けた取組を進めるため、有識者の客観的かつ専
門的な見地からの意見聴取を行います。

総合計画に掲げる政策・施策の着実な推進を図るため、「行
財政改革プログラム」や「今後の財政運営の基本的な考え方」
等の関連計画の改定に向けた作業と緊密に連携しながら取組を
進めます。
また、効率的・効果的な計画行政に向け、総合計画と連携す

る分野別計画等のあり方について検討を行います。

総合計画の改定に向けた企画及び立案については、市長を本
部長、副市長を副本部長とする総合計画策定推進本部におい
て推進します。
各局区は、それぞれの局本部・区本部において、所管事業等

の検討を進めるものとします。

⑤ これまでの評価結果の反映等 ⑧ 関連計画との連携等

⑥ 市民参加の促進 ⑨ 改定推進体制

⑦ 有識者からの意見聴取
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５．改定までのスケジュール（予定）

令和６年度 ５月29日 川崎市総合計画 「改定に向けた基本的な考え方」 公表
（2024年度） ８月 川崎市総合計画 「第３期実施計画 中間評価結果」 公表

８月以降 市民からの意見聴取の実施

有識者からの意見聴取の実施

令和７年度 ５月 川崎市総合計画 「改定方針」 公表
（2025年度） 川崎市総合計画改定に向けた 「将来人口推計」 公表

11月 川崎市総合計画 「改定素案（※）」 公表

12月 市民説明会、パブリックコメントの実施

２月 川崎市「基本構想」 ・ 川崎市「基本計画」 改定の議案提出

川崎市総合計画 「第４期実施計画(案)」 公表

３月 「川崎市総合計画」 改定

（※） 改定素案の内訳︓①基本構想改定素案、②基本計画改定素案、③第４期実施計画素案
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